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衛星画像を用いた物部川流域における森林消失面積と河川水位 
 

1230105 飛﨑 翔 
高知工科大学 システム工学群 建築・都市デザイン 

 
 現在に至るまで沢山の人工衛星が打ち上げられており,長期間の衛星画像を取得することが可能となった.本研究では,長期間

の衛星画像から,物部川流域の森林における年ごとの森林面積を算出し,河川水位と比較することで,森林面積と河川水位の関係

性を明らかにすることを目的とした.森林の年ごとの伐採面積と伐採時期・回復時期を特定することで,年ごとの森林消失面積を

算出することができた.しかし,森林消失面積が物部川流域の森林面積に占める割合は0.2～2％と小さく,森林消失面積が河川水

位に影響を与えているという傾向は得られなかった. 

 

Key Words : 衛星画像,NDVI,森林消失面積,河川水位 

 
1 はじめに 

近年物部川流域では,渇水が頻発しており,河川の水

位低下による生態系や植生,社会生活にも影響を与え

ている.林野庁によると森林面積が増加することで森

林の水源かん養によって地下水位が増加するとされて

いる 1).一方で森林面積が増加することで森林の蒸発散

量も増加し,地下水位が下がるともいわれている 2）.植

生変化が河川水位に与える影響について,流域ごとに

確認されている研究事例は少ない. 

国土情報処理工学研究室では衛星画像を用いて,物

部川流域の10年間の植生変化を確認した研究成果があ

る 3).標高500mでは植生回復に10年要し,標高1000mで

は回復していない箇所もあり,回復したとしても 18 年

要しているといった森林面積の変化が確認された. 

そこで本研究は,長期間の衛星画像により,年ごとの

森林の伐採面積を算出し,森林消失面積と河川水位の

関係性を明らかにすることを目的とした. 

対象エリア(図 1)は高知県香美市の物部川流域とし

た.河川水位データ 4)の観測地点の位置を図 1に示す.  

 

図 1 対象エリアと河川水位の観測地点 

2 使用衛星画像と前処理 

長期間の衛星画像を用いて植生の変化を確認するた

めに,次の衛星画像を用いた(表 1). 

なお,分解能は 30m に統一した. 

表 1 衛星画像の概要 

 

2.1 NDVI 画像の作成 

 本研究では森林の伐採時期の判定を容易にするため

に,植生の活性度や生育量,状態を推定するためのバン

ド間演算として最も代表的な正規化植生指数(NDVI)を

算出し(式(a)),NDVI 画像を作成した. 

 

NDVI = !"#	%	#&'
!"#	(	#&'

 (a) 

NIR:近赤外バンド画像 Red:赤バンド画像 

 

2.2 幾何補正 

取得した衛星画像には幾何学的な歪みが含まれてお

り,地図や他の衛星画像と重ねるためには幾何補正が

必要である.そこで航空写真をベースとして,衛星画像

の対象範囲内に目視で基準点を7点選定した.基準点を

中心に, 航空写真(全国最新写真（シームレス）を使用)

を 150×150(pixel)に切り抜いて背景画像とし,対応す

る衛星画像を 100×100(pixel)に切り抜きテンプレー

ト画像とした.テンプレートマッチングを行い衛星画
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像の相関と画像座標の歪みを確認した結果,各衛星画

像で位置ずれを確認した.テンプレートマッチングの

結果をもとに式(b)アフィン変換式 5)を用いて幾何補正

を行った. 

!𝑥 = 𝑎𝑢 + 𝑏𝑣 + 𝑐
𝑦 = 𝑑𝑢 + 𝑒𝑣 + 𝑓 (b) 

a,b,c,d,e,f :変換係数 

u,v :変更前座標  x,y :変更後座標 

 

3 森林の伐採面積・森林消失期間の特定 

森林の伐採箇所については,本研究室で整備してい

る伐採箇所データを用いて,QGIS 上でポリゴンを作成

し,伐採面積を算出した. 

NDVI 画像を用いて各ポイントの伐採時期と回復時期

を,目視によって決定した.下の NDVI 変化グラフ(図 2)

は伐採箇所ごとの NDVI 値を抽出したものである.目視

によって決定した伐採時期と回復時期には誤った判定

を行っている画像があったため,このグラフを用いて,

伐採時期と回復時期の修正を行った. 

 
図 2 NDVI 変化グラフ 

 

4 森林消失面積と河川水位の比較 

森林の伐採時期と回復時期を特定したことで,年ご

とに森林が消失した面積(森林消失面積)を算出した.

森林消失面積と平均水位の関係を図3に示す.平均水位

は降水量が少なく渇水になり易いとされる 1月と 12 月

の渇水期の水位データを使用した. 

1993 年頃から 2002 年にかけて河川水位が下がって

いるが,森林の消失面積は大きく変動していない.しか

し,2002 年以降は森林消失面積が急激に増加し河川水

位も上がっているが,森林消失面積の増加量で説明で

きる水位上昇とは言い難い. 

 
図 3 森林消失総面積と渇水期平均水位の年変化 

 

5 おわりに 

本研究では,森林の年ごとの伐採面積と伐採時期・回

復時期を特定することで,年ごとの森林消失面積を算

出することができた.しかし,森林消失面積が物部川流

域の森林面積に占める割合はと 0.2～2％と小さく, 森

林消失面積が河川水位に影響を与えているという傾向

は得られなかった.  

そのため,河川水位の変化にはその他の要因が大き

く影響していると考えられる.河川水位に影響を与え

る代表的な要因として,降水量や河床の変化などが挙

げられる.実際に,年降水量が多い年は渇水期の水位も

高い傾向が認められた. 

今後は対象範囲を絞り,支流単位での水位と森林面

積の関係について解析していく必要がある.しかし,県

や市町村で支流単位での水位観測が行われておらず,

支流単位の水位データの取得が課題である. 
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